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ガードインターバル長（Ｔｇ） 有効シンボル長（Ｔｓ）

1 OFDM信号の構成

Ｔｇ＋Ｔｓ

◇データ伝送は、シンボル単位で行われる。

◇各伝送シンボルは、有効シンボル長とガードインターバルで構成される。

◇ガードインターバルは、ゴーストの影響を軽減するための信号期間で、有効シンボル長の

信号波形を巡回して繰り返したものである。
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◆A、B部：１つ前のｼﾝﾎﾞﾙ情報（不要ｼﾝﾎﾞﾙ成分）が混在し、ｻﾌﾞﾁｬﾝﾈﾙ間の直行性 が保たれなくなる。

◆この間の情報の再生は不可能（ﾋﾞｯﾄｴﾗｰ発生）
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3 ガードインターバルによるゴースト対策



◆A、B部：前ｼﾝﾎﾞﾙの混在範囲はｶﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ内であり、TSの範囲でFFT*2（高速ﾌｰﾘｴ変換）で受信信号

はｼﾝﾎﾞﾙ間干渉なく復調することができる。
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情報内容は同じ

*1有効ｼﾝﾎﾞﾙ期間の信号波形を巡回して繰り返したみもの

*1

FFTｳｨﾝﾄﾞｳnFFTｳｨﾝﾄﾞｳn-1 FFTｳｨﾝﾄﾞｳn＋1
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3 ガードインターバルによるゴースト対策
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